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市
民
の
誰
も
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
し
た

暮
ら
し
が
送
れ
る
よ
う
に
、
安
全
で
、
便
利
で
、

し
か
も
快
適
な
都
市
・
生
活
基
盤
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

水
城
公
園
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　

市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
水
城
公
園
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
取
り
組
み
、
園
路
の
舗
装
や
段

差
の
解
消
、
照
明
灯
の
設
置
な
ど
、
誰
も
が
安

全
に
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い
ま
す
。

植
樹
活
動
で
緑
の
再
生　

　

自
然
環
境
の
保
全
の
重
要
性
を
次
世
代
に
伝

え
る
た
め
、
昨
年
に
続
き
総
合
公
園
内
で
「
い

の
ち
を
守
る
森
づ
く
り
親
子
植
樹
祭
」
を
開
催
。

宮
脇
昭
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
の
指
導
の
も

と
、
総
勢
約
４
０
０
人
の
親
子
ら
が
参
加
し
、

シ
ラ
カ
シ
や
ア
ラ
カ
シ
な
ど
約
３
千
本
の
苗
木

を
植
え
ま
し
た
。

消
防
・
救
急
体
制
の
強
化

　

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
消
防
活

動
を
支
え
る
べ
く
、
消
防
署
本
署
に
お
け
る
大

型
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
、
南
分

署
に
お
け
る
高
規
格
救
急
自
動
車
の
配
備
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
水
と
緑　

個
性
あ
ふ
れ
る
文
化
都
市
」
の
実
現
を
目
指

し
、
活
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
〝
元
気
な
行
田
〟〝
安
心
・
安
全
な
行
田
〟

の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
の
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、平
成
21
年
度
に
行
っ
た
都
市
・
生
活
基
盤
整
備
や
福
祉
、

教
育
、
商
工
業
・
観
光
対
策
な
ど
の
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

 

快
適
で
住
み
よ
い

　
　
　
　

    

ま
ち
を
つ
く
る

親子で協力しながら苗木を植樹

こんな取り組みあんな取り組み こんな取り組みあんな取り組み こんな取り組みあんな取り組み

平成21年度を振り返る
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サ
ポ
ー
ト
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策

　

世
界
的
に
流
行
し
て
い
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
感
染
拡
大
と
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
方
に
対
し
、
費
用
の
助

成
を
行
い
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
内

容
、
手
段
、
方
法
で
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
多
目
的
広
場
を

整
備

　

市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み
、
自
ら
の
健
康
を
増
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
西
部
地
区（
市
水
道
庁
舎
脇
）お
よ
び

長
野
地
区（
長
野
１
丁
目
）に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
を
は
じ
め
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
使
用
で

き
る
多
目
的
広
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

児
童
・
生
徒
の
学
習
環
境
の
向
上

　

児
童
・
生
徒
が
安
全
で
快
適
に
学
べ
る
よ
う
、

南
河
原
小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
お
よ
び

内
外
改
修
工
事
、
桜
ヶ
丘
小
学
校
お
よ
び
埼
玉

中
学
校
の
校
舎
外
部
改
修
工
事
を
行
っ
た
ほ
か
、

全
中
学
校
の
普
通
教
室
と
全
小
・
中
学
校
の
図

3

　

す
べ
て
の
市
民
が
心
身
と
も
に
健
康
で
、
い

き
い
き
と
し
た
暮
ら
し
が
送
れ
る
よ
う
な
思
い

や
り
の
あ
る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

第
３
子
以
降
の
お
子
さ
ん
が
誕
生
し
た
家
庭
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

子
育
て
家
庭
の
支
援
お
よ
び
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
第
３
子
以
降
の
お
子
さ
ん

の
誕
生
を
祝
し
、
市
内
の
協
賛
店
舗
で
利
用
で

き
る
「
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
券
（
３
万
６
千
円
相

当
）
」
の
贈
呈
を
開
始
し
ま
し
た
。

入
室
待
機
児
童
の
解
消
を
目
指
し
学
区
外
の
学

童
保
育
室
へ
の
送
迎
を
支
援

　

希
望
す
る
学
童
保
育
室
が
定
員
を
超
え
て
い

る
た
め
に
入
室
で
き
な
い
児
童
や
、
入
室
希
望

が
あ
り
な
が
ら
小
学
校
に
学
童
保
育
室
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
児
童
を
対
象
と
し
て
、
行
田
市

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
協
力

会
員
が
学
区
外
の
入
室
可
能
な
学
童
保
育
室
ま

で
無
料
で
送
り
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

し
た
。

誰
も
が
集
え
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に

　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
の
中
庭

に
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
歩
行
訓
練
な
ど
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
も

の
つ
く
り
大
学
と
連
携
し
、
階
段
や
ス
ロ
ー
プ

な
ど
を
設
置
し
ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を
地
域
で
安
心
サ

ポ
ー
ト

　

「
地
域
福
祉
推
進
市
」
と
し
て
国
か
ら
の
指

定
を
受
け
、
「
地
域
安
心
ふ
れ
あ
い
事
業
」
を

実
施
。
平
成
21
年
度
は
忍
、
行
田
、
佐
間
、
長

野
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
、
支
援
が
必
要
な

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
し
て
地
域
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
常
生
活
に
お
い
て
支
援
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
に
対
し
、
サ
ポ
ー

タ
ー（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）と
し
て
登
録
さ
れ
た
方

々
に
よ
る
掃
除
、
洗
濯
、
買
い
物
、
話
し
相
手
、

家
の
片
付
け
な
ど
を
行
う
「
い
き
い
き
・
元
気

書
室
に
扇
風
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
構
想

に
基
づ
く
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
事
業
の
一
環
と
し

て
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
や
電
子
黒
板
、
児
童
・
生
徒
用
の
パ
ソ

コ
ン
を
導
入
す
る
と
と
も
に
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備

を
実
施
し
ま
し
た
。

「
自
ら
学
ぶ
」
市
民
大
学
の
開
校　

　

市
民
自
ら
が
企
画
・
運
営
を
行
う
「
市
民
に

よ
る
手
作
り
の
学
校
」
を
目
指
し
て
行
田
市
民

大
学
が
開
校
し
ま
し
た
。
98
人
の
受
講
生
ら
は
、

１
年
間
に
わ
た
っ
て
郷
土
の
歴
史
や
自
然
・
環

境
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
び
見
識
を
高
め
て

い
ま
す
。

　
 

健
康
で
幸
せ
な

　
　
　
　

    

ま
ち
を
つ
く
る

　

個
性
を
伸
ば
す
教
育
と
文
化
を

　
　
　
　

  

育
て
る
ま
ち
を
つ
く
る

ものつくり大学の学生らが設計・施工し改修されたやすらぎの里中庭

講師の話に熱心に耳を傾ける行田市民大学の受講生
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生
産
性
の
高
い
農
業
の
振
興
と
魅
力
的
な
商

店
街
の
形
成
や
工
業
の
高
度
化
を
図
り
、
活
力

に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

地
産
地
消
を
推
進

　

農
産
物
直
売
所
を
掲
載
し
た
マ
ッ
プ
や
農
産

物
直
売
所
に
設
置
す
る
の
ぼ
り
旗
の
作
成
、
行

田
在
来
青
大
豆
の
普
及
・
促
進
な
ど
、
地
元
で

生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
地
元
で
消
費
す
る
「
地

産
地
消
」
の
体
制
の
整
備
と
活
動
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
で
行
田
の
Ｐ
Ｒ
と
米
作
振
興

　

「
観
光
地
・
行
田
」
の
Ｐ
Ｒ
と
米
作
振
興
を

目
的
と
し
た
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
よ
る
米
づ
く
り

体
験
を
、
昨
年
度
に
続
き
古
代
蓮
の
里
東
側
の

田
ん
ぼ
で
実
施
。
面
積
を
前
年
の
２
倍
の
約

６
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
拡
大
し
、
県
産
米
「
彩

の
か
が
や
き
」
を
は
じ
め
６
種
類
の
品
種
の
苗

を
植
え
て
巨
大
な
古
代
蓮
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。

ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
・
フ
ラ
イ
で
知
名
度
ア
ッ
プ　

　

行
田
の
郷
土
料
理
で
あ
る
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
と

フ
ラ
イ
を
全
国
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
取

り
組
み
と
し
て
、
第
２
回
行
田
市
Ｂ
級
グ
ル
メ

大
会
を
市
役
所
周
辺
で
開
催
し
た
ほ
か
、
商
標

登
録
の
完
了
に
合
わ
せ
て
「
こ
ぜ
に
ち
ゃ
ん
」

「
フ
ラ
べ
ぇ
」
の
着
ぐ
る
み
を
作
製
し
ま
し
た
。

こ
ぜ
に
ち
ゃ
ん
と
フ
ラ
べ
ぇ
は
、
県
の
ゆ
る
玉

応
援
団
に
入
団
し
、
本
市
の
魅
力
を
積
極
的
に

発
信
し
ま
す
。

定
額
給
付
金
レ
シ
ー
ト
大
作
戦

　

景
気
後
退
に
よ
る
国
の
地
域
経
済
対
策
と
し

て
給
付
さ
れ
た
定
額
給
付
金
を
市
内
で
使
用
し

て
も
ら
い
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
進
す
る

た
め
、
市
内
で
買
い
物
を
し
た
市
民
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
、
地
デ
ジ
対
応
液
晶
テ
レ
ビ
や
商
品

券
が
当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
田
市
商
店
会

連
合
会
な
ど
と
協
力
し
て
実
施
。
約
２
カ
月
間

で
３
万
７
千
３
３
８
通
も
の
応
募
が
あ
り
、
約

４
億
円
の
経
済
効
果
（
試
算
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
参
加
を
積
極
的
に
促
進
す
る
と
と
も
に
、

み
ん
な
で
助
け
合
う
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

装
い
新
た
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
新
た
に
、
授
乳
室
や
娯
楽

室
、
市
民
公
益
活
動
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
駐
車
場

な
ど
を
設
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
利
用
し

や
す
い
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

分
か
り
や
す
く
利
用
し
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

誰
も
が
分
か
り
や
す
く
利
用
し
や
す
い
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全

面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
日
本
ウ
ェ
ブ
協
会
で
設
け

る
使
い
や
す
さ
の
審
査
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
優

れ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
表
彰
す
る
「
日
本
ウ
ェ

ブ
協
会
主
催 

第
４
回
ア
ッ
ク
ゼ
ロ
ヨ
ン
・
ア

ワ
ー
ド
」
で
入
賞
し
ま
し
た
。

市
民
参
加
に
よ
る
未
来
の
行
田
の
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
23
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第

５
次
行
田
市
総
合
振
興
計
画
の
策
定
を
、
多
く

の
市
民
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
進
め
て

い
ま
す
。

　

「
市
民
総
参
加
の
計
画
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
い
る
こ
の
計
画
で
は
、
20
歳
以
上
の
市
民

３
千
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
ほ

か
、
「
ぎ
ょ
う
だ
夢
づ
く
り
会
議
」
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
、
市
の
課
題
や
あ

る
べ
き
姿
に
つ
い
て
世
代
を
超
え
た
話
し
合
い

を
重
ね
、
そ
の
成
果
を
市
に
対
す
る
提
言
と
し

て
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
市
制
施
行
60
周
年
を
祝
う
記
念
事
業
を
実
施

 

「
元
気
な
行
田　

輝
く
未
来
へ
！
」
を
テ
ー

マ
に
、
市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
て
数
々
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ご
き
げ
ん

歌
謡
笑
劇
団
」
公
開
録
画
、
蓮
サ
ミ
ッ
ト
、
行

田
の
偉
人
学
習
事
業
、
第
九
演
奏
会
な
ど
を
開

催
し
た
ほ
か
、
古
代
蓮
を
新
た
に
市
の
花
に
指

定
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
行
い

ま
し
た
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

こ
の
ほ
か
、
景
気
低
迷
へ
の
対
応
と
し
て
、

公
共
事
業
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
策
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
県
の
緊
急
雇
用
関
連
基
金
を

幅
広
く
活
用
し
、
積
極
的
に
雇
用
を
創
出
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
暮
ら
し
の
安
心
・
安
全

の
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

　
 

産
業
を
振
興
し
、

　
　

 

豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る

　

 

心
ふ
れ
あ
う

　
　
　
　
　

ま
ち
を
つ
く
る

各種イベントで本市をPRする「こぜにちゃん」と「フラべぇ」

市民が参加し開催された「ぎょうだ夢づくり会議」
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平成22年度 学童保育室への
小学4年生の入室児童を募集します

5

�30「市長への手紙」

意　見
　図書館前の談話コーナーでカー
ドゲームに興じている中学生たち
がいるが、彼らは、ベンチを移動
させその場を２～３時間占拠し、
ベンチを元に戻さず帰っていく。
市からの指導を望む。

回　答
　公共施設の目的外使用の一つと
して、庁舎を講演に貸し出すこと
などが考えられますが、集団で騒
いだり場所を占拠したりすること
は想定していません。
　このような行為は、公共施設の
利用上あってはならないことです
ので、今後、そうした状況を確認し
た場合には、その都度、指導して
いきます。

このコーナーは、手紙や電子メールなどにより市長へご意見・ご提言などをいただいたもの
の中から、その一部を紹介するものです。 ▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線 318）

意　見
　学童保育室に小学４年生以上の児
童も入室できるようにしてほしい。

回　答
　学童保育室の入室対象児童は小学
１年生から３年生までの児童と定めら
れていますが、４年生の児童の保護者
の皆さんから入室を継続したい旨の
意見が数多く寄せられています。
　現在、定員に余裕がある学童保育
室に限り受け入れを行うなど、柔軟に
対応しています。今後も小学４年生以
上の児童が１人でも多く学童保育室に
入室できるような体制づくりに努めて
いきます。

意　見
　ゼリーフライを食べようと行田市
を訪れたが、フライマップが分かり
づらく店までたどり着けなかった。
改善し、街歩きをしやすくしてもら
いたい。

回　答
　市では、現在、フライ・ゼリーフラ
イマップのリニューアル作業を進め
ています。各店舗の住所・電話番号
を掲載するなど、使い勝手の良い、
より分かりやすいマップに作り変え
る予定ですので、完成した際にはぜ
ひお手に取り、市内店舗を訪ねてい
ただきたいと思います。

▶対　　象　保護者の就労などにより昼間常時留守となる家庭の、
　　　　　　市立小学校に通う新4年生の児童
▶入室開始　4月1日から
▶募集する学童保育室　　　

　中学３年生までのお子さん、または妊娠中の方
のいる家庭が、「優待カード」を提示すると、割
引などのサービスが受けられる「パパ・ママ応援
ショップ」制度。現在、県内外１万店以上の協賛
店舗で利用できます。
　現在のカードの有効期限が３月までとなってい
ますが、４月以降もパパ・ママ応援ショップを継
続します。新カードは、保育園、幼稚園、小・中
学校で配布します。保育園などに通われていない
方については、子育て支援課で配布します。現在
のカードまたはお子さんの保険証を持参してくだ
さい。
　 最 新 の 協 賛 店 舗 の 情 報 は 県 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.pref.saitama.lg.jp/）をご覧くだ
さい。引き続き、協賛店舗の募集も行っています。

▶問い合わせ　同課子育て支援担当（内線 262）

▶注意事項　現在入室されている小学3年生も申請が必要です。
▶申請方法　3月１日(月)から子育て支援課および各学童保育室で

　　　　　配布する申請書に必要事項を記入のうえ、3月8日(月)
　　　　　　～17日(水)に同課まで持参してください。
▶そ の 他　入室決定は申し込み順ではありません。申し込みが定

員を超えた場合は、保護者の勤務状況などにより入
室の可否を決定します。

▶問い合わせ　同課子育て支援担当（内線262）

名　　称 場　　所 募集人数

西学童保育室 西小学校敷地内 若干名

太田西学童保育室 太田西小学校敷地内 若干名

埼玉学童保育室 埼玉小学校敷地内 若干名

南河原学童保育室 南河原支所内 若干名

下忍学童保育室 下忍小学校敷地内 若干名

パパ・ママ応援ショップの
新カードを配布します

優待カ
ード
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３
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テ
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習
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３
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）

▼
参
加
費　

３
千
円
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行田市民大学　第２期生を募集します
 「市民による手作りの学校」を目指している市民大学。2年目となる平成22年度は、さらに講座に磨
きをかけて皆さんの応募をお待ちしています。

基本理念
　希望に満ち、活気あふれる、明るいまちづくりには、市民一人
ひとりが「志」を持って自ら学ぶことにより、見識を高め、能力
を磨いて、自主的に行動することが求められています。
　市民大学は、多くの市民の方々に生涯学習の場を提供し、一人
ひとりが輝き、豊かな地域社会づくりに貢献することを目的とし
ます。
○「自ら学ぶこと」は、たのしいことです。
○「共に学ぶ仲間に出会えること」は、うれしいことです。
○「学んだことを日々の暮らしや地域社会に活かすこと」は、
　　すばらしいことです。

基本目標
1. 生涯学習と自己啓発による生きがいづくり
2. 出会い・交流・仲間づくり
3. 地域社会に役立つまちづくり
4. 市民と大学や地域との連携づくり

募集要項
▶修学期間　5月から2年間
▶時　　間　午前（毎回水曜日） 
▶場　　所　ものつくり大学（前谷333）を予定
▶募集人数　50人（募集人数を超えた場合は抽選）
▶応募資格　16歳以上で、原則として市内在住または在勤の方
▶学　　費　年間15,000円（期日までに振り込み）
　　　　　　※視察ツアーは別途負担あり
▶応募方法　市役所、教育委員会、各公民館などに用意してある

所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、4月5日
(月)までに持参・郵送・FAXのいずれかの方法で申
し込みください。

 【郵送】〒361－0052　行田市本丸2－20　行
田市教育委員会ひとつくり支援課　【FAX】556－
0770

▶入学決定　4月中旬に結果を応募者へ通知します。
▶問い合わせ　同課生涯学習担当☎556－8319　

回 内　　　容
１ 入学式
２ 郷土史（古墳時代）
３ 自然再生を考える
４ 自然再生事業の視察研究
５ 郷土史（忍城時代）
６ 家庭の経済
７ 市政について
８ 文化財を活かしたまちづくり
９ まちの活性化を考える
10 ものつくりと健康
11 郷土史（足袋産業時代）
12 史跡や文化財の視察ツアー
13 郷土の自然
14 ものつくり大学特別公開講座
15 郷土の自然の視察ツアー
16 郷土の風習
17 郷土の文化
18 グループ研究
19 身近な法律
20 グループ研究
21 グループ研究
22 修了式（グループ研究発表）

※講座の順序や内容は都合により変更する場合があります　

講座予定

市民
大学

行田

平成２2年5月 市民大学 開講！

第２期生募集

たのしい、うれしい、すばらしい。
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　昨年11月にリニューアルオープンしたコミュニ
ティセンターみずしろでは、施設内に新たに「市民
公益活動情報コーナー」を設け、市内で活動してい
る市民公益活動団体をはじめ、市民公益活動に関す
るさまざまな情報を紹介しています。
　そこで、同コーナーおよび市内で活動している市
民公益活動団体の活動の様子を市民の皆さんに広く
お知らせするため、次のとおり市民公益活動フォー
ラムを開催します。市民公益活動やボランティア活
動に興味のある方は、ぜひお出掛けください。

▶日　　時　３月27日(土)
 【第１部】午後１時30分～２時30分（予定）
 【第２部】午後２時30分～４時30分（予定）
▶場　　所　コミュニティセンターみずしろ  
　１階ギャラリー・市民公益活動情報コーナー
▶内　　容
 【第１部】ものつくり大学まちづくり研究室による

市民活動に関する研究成果の発表
 【第２部】市内で活動している市民公益活動団体の

活動紹介
▶入 場 料　無料（入退場自由）
▶問い合わせ　生活課市民活動担当（内線252）

市民公益活動フォーラムを開催します

　市では、市民活動団体やボランティア団体の活動を支援するた
め、行田市市民活動災害補償制度を設けています。この制度は、公
益性のある市民活動中に起きた事故（市主催の行事を除く）で、団
体のメンバーなどが傷害や賠償責任を負った場合の負担を補償する
制度です。保険料は全額市が負担します。

▶対　　象　市内に活動の拠点を置き、地域社会活動、社会奉仕
活動などの公益性のある活動（政治、宗教および営利を目的と
するものを除く）を継続的・計画的に行っている団体

 【加入している団体の例】
 自治会、ボランティア団体、青少年活動団体など
▶加 入 料　無料
▶補償の概要

ご存じですか　
行田市市民活動災害補償制度

▶保険の対象外となる場合
　スポーツや公民館活動中に起きた事故など
▶加入方法　加入を希望される団体は、生活課に用意してある

「行田市市民活動災害補償制度登録申請書」に必要事項を記入
のうえ、同課まで提出してください。

▶問い合わせ　同課市民生活担当（内線251）

補償内容 保　険　金　額

賠償責任事故
（補てん限度額）

  【対人】1人につき1億円、1事故につき5億円　
  【対物】1事故につき500万円
　 ※対人・対物ともに免責1万円以下

傷害事故  　通院日額2,000円　入院日額3,000円
　 ※事故日から7日までに治癒した場合には、保険給付は行われません

　市では、観光案内所（ＪＲ行田駅東口）、郷
土博物館、はにわの館、古代蓮の里で自転車の
無料貸し出しを行っています。２月17日（水）
からは、次の２カ所でも貸し出しを始めました
ので、ご利用ください。

▶追加施設　
　○行田市観光ガイドステーション（足袋蔵ま

　ちづくりミュージアム内）
　○ＮＰＯ法人さくらメイト事務所（秩父鉄道東

　行田駅前）
▶利用時間　
　午前９時～午後４時（ただし、行田市観光ガ

イドステーションは午前10時～午後４時）
▶問い合わせ　
　商工観光課観光担当
 （内線382）

行田市観光レンタサイクルの
設置場所が増えました
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住む人にとっても訪れる人にとっても「やすらぐ都市風景」を目指して住む人にとっても訪れる人にとっても「やすらぐ都市風景」を目指して

第5回浮き城のまち景観賞の作品を募集します第5回浮き城のまち景観賞の作品を募集します第5回浮き城のまち景観賞の作品を募集します
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　市内には、古代から現代まで連綿と受け継がれた歴史を背景に、自然やまち並み
などに関する景観資源が豊富に存在します。「浮き城のまち景観賞」は、これら資源
の発掘により、本市が持つ潜在的な魅力を皆さんに広く認識していただき、景観ま
ちづくりへの機運を高めることを目的とするものです。
　このたび、次のとおり作品を募集しますので、たくさんの応募をお待ちしています。

▶対　　象　市内に現存する建築物など（※1）に加えて、
今回から、自然景観（※2）やまち並みなども対象としま
す。新旧、和洋は問いません。一般住宅や店舗など、身
近なものについての応募もお待ちしています。

 （※1）住宅、店舗、神社仏閣、蔵、門塀、石垣、煙突など
 （※2）公園、河川、橋、生垣、モニュメントなど

▶募集期間　5月31日（月）まで

▶応募資格　自薦・他薦は問いません。他薦の場合は、審査
の前に所有者に連絡し了解をいただきます。

▶応募方法　次のいずれかの方法で応募ください。

【郵送・持参】
　応募用紙（市役所や各公民館などに設置）に必要事項を

記入のうえ、写真を添えてまちづくり推進課。（〒361
－8601行田市本丸2－5 行田市役所まちづくり推進課

 「浮き城のまち景観賞作品募集担当」）

【Ｅメール】
　応募用紙を市ホームページからダウンロードし、必要事

項を入力のうえ画像データを添付し、送信してくださ
い。（machi@city.gyoda.lg.jp）

　※カメラ付携帯電話・PHSからも応募できます。撮影し 
　　た写真を添付し、メール本文に住所、氏名、電話番号

　と作品名、所在地、所有者氏名、所有者連絡先、推薦
　理由を入力のうえ、送信してください。

▶審査方法　審査委員会が「行田らしさ」「自然とやすら
ぎ」「美しいまちづくり」の3つの視点から審査し、受賞
作品を決定します。

▶表 彰 式　11月（予定）

▶そ の 他　受賞作品は市報ぎょうだや市ホームページな
どで公表し、広くPRします。応募者には記念品を差し上
げます。なお、応募作品は以後3回有効（審査対象）で、
写真の差し替えや再ノミネートも可能です。

▶問い合わせ　同課計画担当（内線355・359）

過去の主な受賞作品

高澤邸

栗原医院

武蔵野銀行行田支店



■2010.3.1  ■行田市役所／TEL556-1111

9

【
事
例
１
】　　

　

自
宅
に
ガ
ス
会
社
の
人
が
来
て
、「
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
を
切
り
替
え
ま
せ
ん
か
。
今
契
約
し
て

い
る
業
者
よ
り
月
に
３
千
円
く
ら
い
安
く
な
り

ま
す
よ
」
と
勧
誘
さ
れ
た
。
安
く
な
る
な
ら
と

思
い
契
約
し
た
が
、
落
ち
着
い
て
考
え
た
ら

ず
っ
と
安
い
と
は
限
ら
な
い
し
、
や
っ
ぱ
り
解

約
し
た
い
。

【
事
例
２
】　

　

自
宅
に
電
話
が
あ
り
、「
北
海
道
の
カ
ニ
を

１
万
円
で
買
い
ま
せ
ん
か
」
と
勧
誘
さ
れ
て
注

文
し
た
後
、
ど
の
よ
う
な
品
質
の
も
の
が
届
く

か
不
安
に
な
っ
た
。
解
約
し
た
い
。

　

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
で
契
約
を
し
た

場
合
、一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
で
無
条
件
に
契
約
の
解
除
が
で
き
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
特
定
商
取
引
法
で
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
る
商
品
と
役
務(

サ
ー
ビ
ス)

は
、
政
令
で
指
定
さ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
（
平
成
21
年
12
月
１
日
施
行
）

で
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
次
の
よ
う
に
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
適
用
が
除
外
さ
れ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

【
ク
ー
リ
ン
グ･
オ
フ
の
適
用
除
外
】

○
金
融
商
品
取
引
法
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
な

ど
、
ほ
か
の
法
令
で
消
費
者
保
護
が
適
切
に

図
ら
れ
て
い
る
も
の
。

○
自
動
車
の
販
売
、
リ
ー
ス
な
ど
、
契
約
す
る

ま
で
に
相
当
の
交
渉
期
間
を
要
す
る
の
が
一

般
的
な
も
の
。

○
電
気
、
都
市
ガ
ス
、
葬
儀
な
ど
、
速
や
か
に

提
供
さ
れ
な
い
と
消
費
者
側
の
不
利
益
に
な

る
恐
れ
が
あ
る
も
の
。

○
現
金
取
引
で
３
千
円
未
満
の
も
の
。

○
化
粧
品
や
健
康
食
品
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
消

耗
品
で
使
用
ま
た
は
一
部
消
費
し
た
場
合
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

事
例
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
や
食
品
は
、
今
回
の

法
改
正
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
契
約
を
解
除
し
た
い
場
合
は
、

契
約
書
（
ク
ー
リ
ン
グ･

オ
フ
に
つ
い
て
書
か

れ
た
書
類
）
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以
内
に
、

出
し
た
日
付
が
わ
か
る
よ
う
に
簡
易
書
留
や
特

定
記
録
で
書
面
を
業
者
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

送
る
書
面
は
コ
ピ
ー
し
て
、
証
拠
と
し
て
保
管

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
契
約
書
類
を
渡
さ
な
い

悪
質
な
業
者
も
い
る
の
で
、
契
約
す
る
際
に
は

相
手
の
氏
名
・
住
所
な
ど
の
連
絡
先
を
必
ず
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ク
ー
リ
ン
グ･

オ
フ
の
仕
方
な
ど
、
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
近
く
の
消
費
生
活
相

談
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

　

☎
０
４
８―

７
３
４―

０
９
９
９
ま
た
は

　

生
活
課
市
民
生
活
担
当
（
内
線
２
５
２
）

法
改
正
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
ま
し
た

くらしの 　　 番情報110

　税務課では、通常業務時間以外に市税の納税が可能な窓口を開設し
ています。同時に納税に関する相談も受け付けていますので、ぜひご
利用ください。
【夜間納税・相談窓口】毎週火曜日 午後7時まで（祝日を除く）
【日曜納税・相談窓口】毎週日曜日 午前8時30分～正午

年度末臨時納税・相談窓口
▶期　　日　3月23日（火）～26日（金）・29日（月）～31日（水）
▶時　　間　午後5時15分～7時
▶場　　所　税務課収納担当（市役所1階12番窓口）

ご利用ください 便利な口座振替
　市税の口座振替は、金融機関（ゆうちょ銀行含む）の口座から納期
ごとに自動的に振り替えて納税するもので、納め忘れがありません。
納付の手間も省け、一度の手続きで翌年度以降も自動的に継続されま
す。安心・安全で便利な口座振替をご利用ください。
　ご利用の手続きは、口座振替を希望される金融機関または市役所で
できますので、預金通帳および通帳の印鑑をお持ちになり、申し込み
ください。

▶問い合わせ　同課収納担当（内線236・237）

市税の納税・相談窓口を開設しています
税金の納め忘れはありませんか

　埼玉県が主催する彩の国景観賞2009の「心
にうるおい部門」において「行田の足袋蔵」が
選ばれ、「足袋蔵を再評価し、再活用を実現し
た。景観資源のネットワークを形成することに
より、“点在すること”を楽しめるいきいきし
たまちづくりを展開している」として、忠次郎
蔵などの保存活動を行っているNPO法人ぎょ
うだ足袋蔵ネットワークが表彰されました。
　これを記念して、この作品を含めた全受賞作
品の写真パネル展示を次のとおり行います。ぜ
ひご覧ください。

▶期　　日　3月2日(火)～26日(金)
▶場　　所 「みらい」1階談話コーナー
▶問い合わせ　まちづくり推進課計画担当
　　　　　　(内線355・359)

行田の足袋蔵が
彩の国景観賞 2009を

受賞しました

つけましたか？住宅用火災警報器
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

  休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い合わせく

ださい。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎556－2090
 ・埼玉県救急医療情報センター ☎048－824－4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談窓口につ

ながります。（携帯電話可）
・相談時間 【月～土曜日】午後7時～11時 
　　　　　 【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称　4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他　転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターへご連絡ください。

BCG予防接種
　①受付日時　3月17日（水）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成21年12月1日～15日生まれのお

　子さん
　②受付日時　4月7日（水）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成21年12月16日～31日生まれのお

　子さん
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん（6
　カ月未満）は、この機会に受けてください。

乳幼児相談（要申し込み）　
　受付日時　3月24日（水）午後1時30分～4時
　対　　象　小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　受付日時　4月13日(火）午前10時15分～10時30分
　対　　象　平成21年10月15日～11月14日生ま

れのお子さんがいる方

離乳食教室（中後期）（要申し込み）
　受付日時　3月24日(水）午前10時15分～10時30分
　対　　象　7カ月～11カ月のお子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
健康相談（申し込み不要）
　日　　時　4月14日（水）午前10時～11時
　対　　象　健康に関する相談をしたい方

糖尿病健康相談（要申し込み）
　日　　時　4月14日（水）午前10時～11時
　対　　象　糖尿病について心配のある方

禁煙教室（要申し込み）
　日　　時　4月14日（水）午前10時～11時
　対　　象　たばこをやめたい方

こころの相談（要申し込み）
　日　　時　3月18日（木）
　　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします 
　対　　象　いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
こころに悩みのある方。

　そ の 他　随時、電話での相談もお受けします。

※いずれも場所は保健センター

骨粗しょう症検診 
～あなたの骨は大丈夫？～

　骨粗しょう症とは、カルシウム不足から骨の量が減少
し､骨が折れやすくなる状態のことをいいます｡早めに検
診を受けて、自分の骨量を確認しましょう。そして骨を
丈夫にするためのきっかけにしませんか。

期　　日 受付時間 定員（先着順）

 4月23日（金） 午後1時30分～3時 130人

 4月26日（月）
午前9時～11時 220人

午後1時30分～3時 130人

 4月28日（水） 午後1時30分～3時 130人

期　日 医療機関名

   3月21日（日） 行 田 中 央 総 合 病 院

   3月22日（月） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

   3月28日（日） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

   4月  4日（日） 行 田 中 央 総 合 病 院

   4月11日（日） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

※30分ごとの時間予約制です。

場　　所　保健センター
検査方法　前腕のエックス線検査
対　　象　次の生年月日に該当する女性
　40歳：昭和45年4月1日～昭和46年3月31日生まれ
　45歳：昭和40年4月1日～昭和41年3月31日生まれ
　50歳：昭和35年4月1日～昭和36年3月31日生まれ
　55歳：昭和30年4月1日～昭和31年3月31日生まれ
　60歳：昭和25年4月1日～昭和26年3月31日生まれ
　65歳：昭和20年4月1日～昭和21年3月31日生まれ
　70歳：昭和15年4月1日～昭和16年3月31日生まれ
費　　用　500円 ※70歳以上、生活保護世帯および市

民税非課税世帯の方は免除されます（事前に保健セン
ターへ問い合わせください）

持 ち 物　健康手帳
申し込み　4月5日(月)から直接または電話で保健センター
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

新型インフルエンザワクチンの接種はお済みですか
　新型インフルエンザワクチンの接種費用に係る助成対象は、
次の表に該当し、3月31日までに接種した方です。
　なお、健康成人（19歳〜64歳）および1歳未満のお子さんも
接種可能（予約制）になりましたので、早めに接種しましょう。

犬の登録・集合狂犬病
予防注射

　生後91日以上の犬は登録をし、狂犬病予防注
射を毎年受けさせることが法律により義務付け
られています。犬の登録をしていない方は、登
録と狂犬病予防注射を済ませましょう。なお、
登録済みの場合は、予防注射の案内はがきを郵
送しますので、必ず会場にお持ちください。

　子ども医療費、ひとり親家庭等医療費、重度心身
障害者医療費の受給資格者証の様式を一部変更しま
す。新受給資格者証は３月下旬に郵送しますが、使
用できるのは４月１日からとなります。
　市内医療機関などで受診するときには、窓口で必
ず健康保険証と一緒に提示してください。受給資格
者証を提示しないと、資格の確認ができないため
「窓口無料」にならない場合があります。

▶問い合わせ　保険年金課医療担当（内線226・
227）

医療費受給資格者証を変更します

　市では、修学の意欲があるのに経済的な理由で修学が困難な方
に対し、学資金の一部を奨学資金として給与します。

▶受給資格　①市内に６カ月以上居住し、高校または高等専門学
校に在学している方　②他の奨学資金の給与を受けていない方

▶給与金額　月額10,000円
▶願書に添付する書類　在学証明書、同一生計者の所得証明書、

住民票謄本
▶申請期間　４月１日(木)〜23日(金)
▶そ の 他　受給者は、奨学生選考委員会において選考します。
▶申し込み・問い合わせ　教育総務課庶務担当☎556―8311

ご活用ください　奨学資金

区　　　分
全額助成

(市民税非課税世帯・
生活保護世帯の方)

一部助成
(1回あたり1,000
円、2回まで)

　妊婦、基礎疾患を有する方 ○ ○

　１歳〜高校生に相当する年齢の方、65
　歳以上の方 ○ ○

　１歳未満のお子さんの保護者など ○ ○

　優先接種対象者のうち身体的な理由により
　予防接種が受けられない方の保護者など ○ ○

　健康成人（19歳〜64歳）、1歳未満の
　お子さん ○ ×

※新たに助成対象となりました。

　市内の医療機関で接種する場合は、接種費用の支払い時に助
成を受けられます。

【持参するもの】
《全額助成》①印鑑　②健康保険証または生活保護受給者証
　　　　　　③市民税非課税世帯確認書(生活保護世帯の方は不要)

※市民税非課税世帯確認書が必要な方は、事前に
　保健センターへ問い合わせください。

《一部助成》①印鑑　②健康保険証　③基礎疾患を有する方で、
　　　　　　かかりつけ医以外で接種する場合は、医師が発行

する「優先接種対象者証明書」

 還付手続きの申請期限は4月2日までです

　助成対象者で、医療機関で助成を受けられなかった方は、保
健センターで還付の手続きをしてください。

【持参するもの】
①印鑑　②健康保険証　③通帳　④領収書（原本を提出） ⑤
新型インフルエンザ予防接種済証　⑥市民税非課税世帯確認書
（お持ちの方）または生活保護受給者証

受付時間　午前9時30分〜11時（雨天実施）
費　　用 【注射のみ（登録済み）】3,300円
　　　　 【登録と注射】6,300円
　　　　 【登録のみ】3,000円
お 願 い ・飼い犬に慣れた方が連れてきてくだ 

さい。
　　　　 ・飼い犬が死亡している場合は、死亡

届を提出してください。当日会場で
も受け付けます。

　　　　 ・釣り銭のないようにしてください。

期　　日 場　　所

   4月  6日（火） 星　宮　公　民　館

   4月  7日（水） 荒　木　公　民　館

   4月  8日（木） 須　加　公　民　館

   4月  9日（金） 持　田　公　民　館

   4月12日（月） 保 健 セ ン タ ー

   4月13日（火）
北 河 原 公 民 館

地域文化センター

   4月14日（水） 忍 ・ 行 田 公 民 館

   4月15日（木） 太　田　公　民　館

   4月16日（金） 太　井　公　民　館

   4月19日（月） 南　河　原　支　所

   4月20日（火） 星　河　公　民　館

   4月21日（水） 下　忍　公　民　館

   4月23日（金） 埼　玉　公　民　館

   4月27日（火） 保 健 セ ン タ ー

※



12

　

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化

を
図
る
た
め
、
不
用
に
な
っ
た
家
具
や
家
電
製
品

な
ど
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介
を
行
う
不
用
品

登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
（
品
物
無
料
）

　

登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
現
在
登
録
さ
れ
て

い
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
学
習
机　

▽
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
収
納
バ
ッ
グ

▽
ソ
フ
ァ　

▽
浴
用
ラ
ド
ン
発
生
装
置
（
泡
風

呂
）
▽
洋
服
ダ
ン
ス　

▽
足
湯
器　

▽
子
供
用
三

輪
車　

▽
声
の
出
る
絵
本　

▽
子
供
用
電
動
バ
イ

ク　

▽
子
供
用
自
動
車　

▽
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド　

▽

ベ
ビ
ー
カ
ー　

▽
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト　

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
精
米
機　

▽
自
転
車
（
大
人
用
）
▽
電
気
自
転

車　

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー　

▽
一
輪
車
（
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・

14
イ
ン
チ
）
▽
電
子
ピ
ア
ノ　

▽
エ
ア
コ
ン　

▽

ピ
ア
ノ　

▽
冷
蔵
庫
（
大
型
）
▽
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン

（
家
庭
用
）
▽
ガ
ス
こ
ん
ろ
（
都
市
ガ
ス
用
）
▽

音
声
モ
ニ
タ
ー　

▽
キ
ー
ボ
ー
ド
（
楽
器
）
▽
パ

ソ
コ
ン
用
液
晶
モ
ニ
タ
ー　

▽
三
段
ベ
ッ
ド　

▽

電
子
レ
ン
ジ　

▽
衣
装
ケ
ー
ス　

▽
臼　

▽
ク
ー

ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス　

▽
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ　

▽
家
庭

用
小
型
耕
運
機　

▽
掃
除
機　

▽
照
明
器
具　

▽

ソ
フ
ァ
ベ
ッ
ド　

▽
洗
濯
機　

▽
ス
テ
レ
オ
ア
ン

プ　

▽
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー　

▽
双
子
用
ベ
ビ
ー
カ

ー　

▽
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー　

▽
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

▽
洋
裁
用
マ
ネ
キ
ン

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当
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　市制施行60周年を迎えた行田市の魅力を再発見でき
る「行田ものしり博士クイズ」。
　全問正解者の中から毎月抽選で、市内で採取した行
田のおいしい水「古代蓮の雫」1ケース（500mlペッ
トボトル24本入り）を1人に、郷土博物館と古代蓮会
館の入館券（各2枚）をセットにして5人にプレゼント
します。クイズに答えてあなたも行田ものしり博士に
なりましょう。

問１　本市で平成16年から採用している市費負担教職
員の愛称は何でしょう？

　Ⓐ夜回り先生　　Ⓑニャンコ先生　　Ⓒ浮き城先生

問２　市内にある秩父鉄道の駅で、島式ホーム（双方
向の電車が同時にホームへ止まることができる）で
はない駅はどこでしょう？

　Ⓐ持田駅　　Ⓑ東行田駅　　Ⓒ武州荒木駅

問３　平成13年4月に技能スペシャリストの養成を目
指し、前谷に開学した大学の名前は何でしょう？

　Ⓐ技能工芸大学　　Ⓑものつくり大学　　
　Ⓒ市民大学

▶応募方法　①クイズの答え②住所③氏名④電話番号を
明記し、はがきまたはＥメールで広報広聴課「行田も
のしり博士クイズ3月号」係。

 【はがき】〒361－8601 行田市本丸2－5 
 【Ｅメール】kohoquiz@city.gyoda.lg.jp
▶応募要件　応募は一人一通
▶締め切り　3月31日（水）（必着）
▶そ の 他　全問正解者多数の場合は抽選とします。当選

者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきま
す。「古代蓮の雫」の当選者には引換券を送付します。
なお、正解は市報ぎょうだ5月号で発表します。

▶問い合わせ　同課広報広聴担当（内線318）

 「行田ものしり博士クイズ」1月号の正解
 【問１】Ⓑ田舎教師 　【問２】Ⓒロウバイ　
 【問３】Ⓑ16 

　4月4日(日)は、第26回行田市鉄剣マラソン大会開催
による交通規制のため、市内循環バス西循環コースおよ
び東循環コースを第1便から第4便まで運休します。
　なお、第5便（午後1時10分行田市バスターミナル
発）からは通常運行となります。ご理解とご協力をお願
いします。

▶問い合わせ　生活課市民生活担当（内線251）

鉄剣マラソン大会のため
市内循環バスを一部運休します

最終回

運休路線 運休便名 行田市バスターミナル出発時刻

西循環コース
および

東循環コース

第１便 午前７時４０分

第２便 午前８時５０分

第３便 午前１０時

第４便 午前１１時１０分

観光案内所（ＪＲ行田駅東口）
▶業務内容　観光案内および電話対応など
▶募集人数　２人
▶勤務時間　午前９時～午後４時で１カ月に15日程度

（２人のローテーション勤務）
　※４月１日（木）から勤務開始
▶時　　給　830円
▶申し込み　市販の履歴書（写真貼付）に必要事項を記

入のうえ、３月18日（木）までに商工観光課。申し
込み多数の場合は選考により決定します。

▶問い合わせ　同課観光担当（内線382）

臨時職員を募集します

　埼玉県最低賃金が平成21年10月17日から時給735円
に改正されました。※６つの特定（産業別）最低賃金を除く

▶問い合わせ　埼玉労働局☎048―600―6200また
　は行田労働基準監督署☎556―4195

『必ずチェック最低賃金！使用者も労働者も』
～埼玉県最低賃金の改正について～
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館
2階会議室

  3月23日㈫　※次回4月27日㈫の予約は 
  4月1日㈭から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 産業文化会館2階会議室   3月15日㈪、4月5日㈪　　　　　   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   3月21日㈰、4月2日㈮　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  3月15日㈪・18日㈭・19日㈮・25日㈭ 
 ・26日㈮・29日㈪、4月1日㈭・2日㈮・
  5日㈪・8日㈭・9日㈮・12日㈪・15日㈭

  午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

  3月18日㈭・25日㈭、4月1日㈭・8日㈭・ 
  15日㈭  
  ※電話相談は3月20日㈯  対象：市内在住の方

  午後1時〜4時
（電話相談は午後1時〜2時30分）

VIVAぎょうだ
☎556ー9301

内職 市役所   3月16日㈫・19日㈮・23日㈫・26日㈮・
  30日㈫、4月2日㈮・6日㈫・9日㈮・13日㈫   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   4月14日㈬　   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   3月16日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   3月21日㈰、4月4日㈰   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   3月16日㈫・23日㈫・30日㈫、　
  4月6日㈫・13日㈫   午後5時15分〜7時

談相種各 （3月15日〜4月15日）

13

開館時間
午前9時30分～午後7時

市立図書館
佐間3ー24ー7
（「みらい」内）
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休館日
3月1日㈪・2日㈫・8日㈪・15日㈪・23日㈫
・29日㈪・31日㈬、4月5日㈪・12日㈪
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

▶日　　時　4月10日(土)午後2時
▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本など
▶主　　催　おはなしポケット

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

▶日　　時　3月20日(土)午後2時
▶題　　名　どんぐり山猫(20分)、あかずきん ほか(30分)
▶場　　所　映像ホール
▶定　　員　80人(先着順)
▶入 場 料　無料

4カ月児健診時に保健センターで絵本を配布しています。
▶日　　時　3月5日(金)・16日(火)午後1時受付開始
▶持 参 品　母子健康手帳

3
月
19
日
（金）

須
加
小

3
月
4
日
（木）

太
田
西
小

3
月
5
日
（金）

太
田
東
小

3
月
9
日
（火）

星
宮
小

3
月
10
日
（水）

北
小

3
月
11
日
（木）

泉
小

3
月
12
日
（金）

南
河
原
小

3
月
16
日
（火）

北
河
原
小

3
月
17
日
（水）

荒
木
小

3
月
18
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

※変更となる場合があります。

・カッコウの卵は誰のもの（東野圭吾）
・愛は苦手（山本幸久）
・もいちどあなたにあいたいな（新井素子）
・私塾・坂本竜馬（武田鉄矢）
・月光の刺客（森村誠一）
・ひと目でわかる!健康診断 検査項目と結果の見方万全

ブック（船津和夫）
・ジャングルめがね（筒井康隆）
・ゆうれいパティシエ事件（斉藤洋）
・ちゅーちゅー（宮西達也）
・はっぱのおうち（征矢清）
・いたずらアラミンタ2 お誕生日の剣（アンジー・セイジ 

著、斎藤倫子 訳）
・ゆーきこんこん（長野ヒデ子）
・ポケットに砂と雪（和田誠）

▶日　　時　3月17日(水)午前10時30分〜11時
▶対　　象　2、3歳児と保護者
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
　
▶日　　時　3月27日(土)午前11時
▶対　　象　幼児
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶主　　催　おはなしタンバリン
　
▶日　　時　4月3日(土)午後2時
▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本など
▶主　　催　おはなしの会

主な新着図書

ブックスタート

移動図書館巡回日程

子ども映画会

おはなし会
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　２月14日、気軽に藍染めが体験できる工房として４
月開設予定の牧

まき

禎
てい

舎
しゃ

（忍１―４―11）で、ＮＰＯ法人ぎょ
うだ足袋蔵ネットワークと行田まちづくり実践ネット
ワーク共催のプレオープンイベントが開催されました。
　ものつくり大学生による自由でユニークな蔵の改修
提案発表に続き、藍染体験会が行われました。少々戸
惑いながら藍甕

がめ

に見立てたバケツに手を入れた参加者
は、指導者のアドバイスを受けながらオリジナルの模
様の藍染めハンカチを作っていました。

藍
あい

染めでオリジナルのハンカチ作り

　１月24日、埼玉にある前
さきたま

玉神社で文化財防火週間
に合わせ文化財防火消防訓練が実施されました。
　境内からの出火を想定した訓練では、地元の自治会
や消防団、消防ボランティアレディース隊らが文化財
に見立てた箱を搬出したり、バケツリレーを行ったり
するなど、初期消火に努めました。その後、消火器に
よる消火訓練やてんぷら鍋の消火訓練などを行った参
加者は、大切な文化財を火災から守ろうという意識を
新たにしました。

大切な文化財を火災から守るために

　２月13日、秩父鉄道行田市駅北側の忍川で、忍の川づ
くり植樹祭が開催されました。
　これは、埼玉県が取り組む水辺再生１００プランとして
実施されている忍川の護岸整備の一環で、市民、県、市な
どで組織された「忍の川づくり懇談会」により忍川堤の桜
を復活させたいとの提案を受けて行われたものです。雪が
降る中、行田さくらロータリークラブから寄付された桜の
苗木が、地元住民らの手で一本一本丁寧に植えられました。

雪舞う中で桜の名所づくり

行田西ミニバスケットボールチームが
県大会優勝

　１月10日から31日まで、全１８３チームが４ブロックに
分かれて行われた平成21年度埼玉県ミニバスケットボール
トーナメント大会理事長杯で、行田西ミニバスケットボー
ルチームが優勝し、その報告のため同チーム６年生７人が
２月17日に市役所を訪問しました。
　西小学校と泉小学校の女子児童で構成されている同チー
ムは、日ごろの練習の成果を発揮し、抜群のチームワーク
で見事ブロック制覇。選手らは「みんなで勝ち取った優勝
なのでうれしかった」などと心境を語りました。
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　日本初の公認女性医師となった荻野吟子の不屈の精神を今
に伝え、男女共同参画の推進に功績があった個人や団体など
をたたえる「第５回さいたま輝き荻野吟子賞」。このたび受
賞者が発表され、市内在住の相原香保留さん（向町）が受賞
し、２月12日にその報告のため市役所を訪問しました。
　相原さんは、少年警察ボランティアとして30年間、少年
の非行防止や健全育成に尽力し、昨年少年補導功労者栄誉金
賞を受賞。また保護司として「事業主会」の立ち上げや、川
越少年刑務所篤志面接員、自治会女性部連絡会会長など多
方面で活躍されていることから、今回の受賞となりました。

相原香保留さんが
さいたま輝き荻野吟子賞を受賞

長野コミュニティ広場でこけら落とし

　１月22日、南小学校６年生の児童が図工の授
業で刻書の技法を用いたオルゴール作りを行い、
学区内（佐間）に在住し刻書の制作に励む藤田久
仁さんが指導に当たりました。
　藤田さんから制作に使う木の性質などを聞き、
自分の好きな文字やデザインを彫り始めたものの、
なかなか思うように作業が進まず苦心する児童た
ち。「焦らずゆっくりと」と彫刻刀の使い方のアド
バイスを受けながら、思い出のオルゴールを作り
ました。

刻書で思い出のオルゴール作り

　市が整備を進めていた長野コミュニティ広場がこの
ほど完成し、こけら落としとして１月30日に橋場自
治会主催のグラウンド・ゴルフ大会が行われました。
　お祝いに駆けつけた工藤市長による始球式で幕を開
けたこの大会には、48人の地域住民が参加。初めてク
ラブを握る人も少なくなく、ベテランのお年寄りが若
い人に手ほどきをする光景があちこちで見られました。
参加者たちは思うように転がらないボールに悪戦苦闘
しながらも、楽しくプレーしていました。

　２月11日から14日まで、グリーンアリーナサブ
アリーナで第１２回公募行田市美術展が開催されま
した。
　絵画、工芸、書、写真など全３２８点の作品が並
んだ会場には、４日間でのべ１，７６８人の来場者が
足を運びました。出品者の力作を前に、多くの人が
「すごいね」などと感心し目を奪われていました。

力作がずらりと並んだ美術展
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28
歳
で
一
念
発
起
し
、
後
継
者
不
足
が
深
刻
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
農
業
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ

長
谷
川
さ
ん
。
し
か
し
、
米
・
麦
作
と
イ
チ
ゴ
の
栽

培
を
し
て
い
た
祖
父
を
手
伝
い
、
そ
の
大
変
さ
を
よ

く
わ
か
っ
て
い
た
長
谷
川
さ
ん
に
と
っ
て
、
も
と
も

と
農
業
は
「
絶
対
に
や
り
た
く
な
い
」
仕
事
で
し
た
。

高
校
と
専
門
学
校
で
自
動
車
の
整
備
資
格
を
取
得
し
、

メ
カ
ニ
ッ
ク
と
し
て
自
動
車
整
備
工
場
で
働
き
、
こ

れ
ま
で
に
培
っ
た
技
術
を
元
に
独
立
も
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
不
況
の
あ
お
り
を
受
け
て
い
る
自
動
車
業

界
で
仕
事
を
続
け
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
私
の
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
祖
父
の
手
伝
い

で
イ
チ
ゴ
を
出
荷
す
る
た
め
市
内
の
農
産
物
直
売
所

へ
行
っ
た
際
に
、
イ
チ
ゴ
を
買
い
求
め
て
い
た
お
客

さ
ん
の
笑
顔
で
し
た
」
多
く
の
人
を
笑
顔
に
す
る
パ

ワ
ー
を
秘
め
た
イ
チ
ゴ
の
栽
培
に
期
待
と
希
望
を
抱

き
、
家
族
や
友
達
の
反
対
を
押
し
切
り
自
動
車
整
備

工
場
を
退
職
し
た
長
谷
川
さ
ん
は
、
知
人
か
ら
願
書

提
出
期
限
が
３
日
後
に
迫
っ
た
埼
玉
県
農
業
大
学
校

を
紹
介
さ
れ
、
す
ぐ
に
入
学
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

生
産
技
術
か
ら
経
営
学
ま
で
、
就
農
に
関
す
る
幅

広
い
知
識
を
学
ん
だ
長
谷
川
さ
ん
は
、
卒
業
と
同
時

に
イ
チ
ゴ
栽
培
と
摘
み
取
り
が
で
き
る
直
売
所
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。「
直
売
所
は
、
子
ど
も
や
車

い
す
の
方
で
も
楽
に
摘
み
取
り
が
で
き
る
よ
う
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
高
設
栽
培
を
市
内
で
初
め
て
取
り
入

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
農
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新

し
、
消
費
者
と
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
関
係
を
築
き
、

開
か
れ
た
農
家
を
目
指
す
こ
と
で
、
農
業
は
ど
ん
ど

ん
発
展
し
て
い
く
は
ず
」
と
農
業
大
学
校
で
得
た
大

き
な
財
産
を
糧
に
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
行
う
長
谷

川
さ
ん
は
、
１
月
に
加
須
地
区
青
年
農
業
者
研
究
会

で
こ
れ
ま
で
の
独
自
の
農
業
経
営
事
例
な
ど
を
発
表

し
最
優
秀
賞
に
輝
く
な
ど
、
市
内
外
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

長
谷
川
さ
ん
に
と
っ
て
直
売
所
の
立
ち
上
げ
は
、

就
農
を
決
め
た
際
に
思
い
描
い
た
構
想
の
第
１
段
階
。

「
今
後
は
規
模
を
拡
大
し
、
い
ず
れ
は
新
た
な
収
穫
物

の
生
産
な
ど
も
や
っ
て
い
き
た
い
。
農
業
・
商
業
・

観
光
業
を
結
び
つ
け
た
観
光
農
業
を
目
指
し
、
開
拓

さ
れ
て
い
な
い
農
業
の
新
し
い
形
を
生
み
出
し
て
い

け
た
ら
」
と
将
来
の
展
望
を
語
る
長
谷
川
さ
ん
が
愛

情
を
込
め
て
手
掛
け
た
イ
チ
ゴ
は
、
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
笑
顔
を
実
ら
せ
ま
す
。

	

忍	

伊
藤　

英
子

初
春
や
米
寿
迎
へ
し
兄
の
声

	

中
央	

藤
野　

芳
江

元
日
や
雀
の
囀さ
へ
づり
晴
れ
や
か
に

	

谷
郷	

斉
藤　
　

勲

色
々
な
虎
の
跳
び
出
る
賀
状
か
な

	

谷
郷	

大
谷　

峯
生

初
日
の
出
離
れ
住
む
子
の
彼
方
よ
り

	

荒
木	

秋
山　

二
郎

勝
名
乗
り
髷ま
げ

の
み
だ
れ
し
初
土
俵

	

須
加	

栗
原
か
ね
代

極ご
く
じ
ょ
う
上
の
日
差
し
た
ま
は
り
初
は
つ
も
う
で詣

	

須
加	

藤
野　

治
男

初
富
士
や
村
の
鳥
居
の
真
正
面

	

下
中
条	

梶
原　

銃
司

利
根
水
路
初
日
を
拝
む
鳥
の
列

	

棚
田
町	

財
津
ミ
チ
エ

霊
山
に
幕
を
下
ろ
せ
る
雪
し
ぐ
れ

	

持
田	

太
田　

保
夫

北
風
の
届
か
ぬ
露
地
の
フ
ラ
イ
旗

俳 

句

笑
顔
も
実
る
観
光
農
業
を

長
谷
川　

裕
晃 

さ
ん
（
30
歳
・
和
田
）

行田人行田人

いききき
いきき
いき
いき

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書 

　

で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

私
の
作
品

	

下
忍	

島
崎　

も
と

着
ぶ
く
れ
て
大
夕
焼
に
紛
れ
込
む

	

忍	

岡
田　
　

修

ひ
と
し
き
り
風
花
あ
そ
ぶ
裸
婦
の
像

	

前
谷	

町
田　

貞
子

窓
越
し
に
明
け
の
寒
月
震
え
て
る

	

持
田	

田
子　

敏
枝

紅
梅
に
幼
子
が
頬
寄
せ
て
い
る

	

持
田	

伊
藤　

洋
子

湯
の
宿
の
氷つ
ら
ら柱
は
長
し
部
屋
ご
も
る

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

『 フクロウ 』（手芸）
山田　トミ江（谷郷）



山
㟢　

優ゆ

め芽
ち
ゃ
ん（
長
野
）

父
・
孝
治
さ
ん　

母
・
美
佐
さ
ん

平
成
21
年
３
月
４
日
生
ま
れ

「
わ
が
家
の
癒
し
ア
イ
ド
ル
♡
」

大
谷　

咲さ
く
ら花

ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

父
・
貴
之
さ
ん　

母
・
瞳
さ
ん

平
成
21
年
３
月
25
日
生
ま
れ

「
桜
の
花
の
よ
う
に
か
わ
い
ら
し
く
」
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日
本
の
伝
統

文
化
を
語
る
う

え
で
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い

茶
道
。
今
月
は

茶
道
に
魅
せ
ら

れ
た
方
た
ち
が

活
動
し
て
い

る
「
雅
茶
道
ク

ラ
ブ
」
を
紹
介

し
ま
す
。
平
成

13
年
４
月
に
ス

タ
ー
ト
し
、
第

１
・
３
木
曜
日

の
午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で
持
田
公
民
館

で
８
人
の
メ
ン
バ
ー
が
茶
道
に
親
し
み
な
が
ら

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

お
茶
を
た
て
る
音
以
外
何
も
聞
こ
え
な
い
空

間
は
、
空
気
が
ピ
ン
と
張
り
詰
め
、
正
座
を

す
る
メ
ン
バ
ー
の
背
筋
も
自
然
と
伸
び
ま
す
。

「
日
々
の
雑
事
を
忘
れ
て
過
ご
す
ひ
と
と
き
は

と
て
も
貴
重
な
時
間
」「
頭
の
先
か
ら
足
の
先

ま
で
緊
張
さ
せ
な
が
ら
お
茶
を
た
て
る
こ
と
で
、

集
中
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
心
の
訓
練
に
な

る
」
な
ど
と
茶
道
の
魅
力
を
語
る
皆
さ
ん
。
茶

道
は
一
見
細
か
い
決
ま
り
ご
と
が
多
く
難
し
そ

う
だ
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
大
切
な
の
は

お
客
さ
ん
に
お
茶
を
お
い
し
く
飲
ん
で
い
た
だ

く
と
い
う
お
も
て
な
し
の
心
な
の
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
、
指
導
者
の
植
木
あ
い
さ
ん
が
毎
回
用
意

す
る
掛
け
軸
や
生
け
花
に
季
節
を
感
じ
な
が
ら
、

お
茶
を
た
て
て
い
る
皆
さ
ん
の
多
く
は
「
茶
道

を
始
め
て
か
ら
書
な
ど
の
軸
、
花
、
和
菓
子
、

茶
碗
な
ど
へ
の
興
味
が
わ
い
て
き
た
」
と
い
う

よ
う
に
芸
術
に
対
す
る
好
奇
心
が
広
が
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
持
田
公
民
館
の
文
化
祭
に
２
年

に
１
度
参
加
し
、
来
場
者
に
お
茶
を
振
る
舞
っ

て
い
ま
す
が
、「
い
つ
か
自
然
の
中
で
野
だ
て
を

や
っ
て
み
た
い
」
と
今
後
の
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
慌
た
だ
し
い
日
常
か
ら
離
れ
、
お
い
し

い
抹
茶
・
和
菓
子
、
特
別
な
空
間
を
味
わ
っ
て

み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
活
動
日
に
一
度
訪
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
一
服
の
お
茶
で
も
て
な
す
た
め

に
細
や
か
な
心
遣
い
を
欠
か
さ
な
い
茶
道
の
素

晴
ら
し
さ
に
惹ひ

き
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

持
田
公
民
館
☎
５
５
３―

１
４
１
５

大
野　

瑛あ
き
と翔

ち
ゃ
ん（
埼
玉
）

父
・
武
さ
ん　

母
・
早
和
子
さ
ん

平
成
21
年
３
月
11
日
生
ま
れ

「
我
が
家
の
癒
し
系
☆
あ
き
ち
ゃ
ん
」

中
島　

慧け
い
と人

ち
ゃ
ん（
門
井
町
）

父
・
一
敬
さ
ん　

母
・
美
和
さ
ん

平
成
21
年
３
月
25
日
生
ま
れ

「
わ
が
家
の
い
や
し
系
♡
」

佐
藤 

寿す

ず

か
々
香
ち
ゃ
ん（
駒
形
）

父
・
剛
さ
ん　

母
・
三
紀
さ
ん

平
成
21
年
３
月
６
日
生
ま
れ

「
勇
気
あ
る
心
の
ゆ
た
か
な
子
に
」

雅茶道クラブ
～日常から離れて静かなひとときを～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

○3月31日(水)までに電話またはＥメー
ルで広報広聴課広報広聴
担当(内線318) ※応募
要領は市ホームページを
ご覧ください。

○応募者多数の場合は、4月6日(火)午
後1時30分から市役所203会議室で公
開抽選を行います。

平成21年5月生まれの
お子さんを募集します



催し・募集
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広告

▼
日
時　

３
月
14
日
㈰
午
前
10
時 

▼
場
所　

ほ
く
さ
い
農
協
行
田
中
央

支
店　

▼
内
容　

い
ち
ご
・
き
ゅ
う

り
・
ト
マ
ト
・
里
芋
な
ど
新
鮮
な
農

産
物
の
即
売
、
行
田
在
来
青
大
豆
豆

腐
・
行
田
産
農
産
物
を
使
用
し
た
料

理
・
豚
汁
・
焼
き
芋
な
ど
の
試
食
、

花
苗
の
無
料
配
布
（
午
前
11
時
※
午

前
10
時
45
分
か
ら
整
理
券
配
布
）、

行
田
在
来
青
大
豆
の
種
の
無
料
配
布

（
正
午
※
午
前
11
時
30
分
か
ら
整
理

券
配
布
）、
米
「
彩
の
か
が
や
き
」

の
無
料
配
布
（
午
後
１
時
※
午
後
０

時
30
分
か
ら
整
理
券
配
布
） 

▼
主
催 

行
田
市
農
業
祭
実
行
委
員
会　

▼
問

い
合
わ
せ　

農
政
課
（
内
線
３
８
６
）

▼
日
時　

４
月
３
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時
※
雨
天
ま
た
は
強
風
の
場

合
中
止
（
た
だ
し
茶
会
の
み
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
で
開

催
） 

▼
場
所　

水
城
公
園
市
民
広
場 

▼
内
容　

行
田
大
茶
会
（
先
着
順
・

な
く
な
り
次
第
終
了
）、輪
投
げ
（
小

学
生
以
下
対
象
）、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
食
品
販
売

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

▼
募
集
数　

24
区
画
（
先
着
順
） 

▼

出
店
料　

１
区
画
（
２
ｍ
×
２
ｍ
）

１
千
円　

▼
応
募
方
法　

３
月
17
日

㈬
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
の

往
信
文
面
に
代
表
者
住
所
・
氏
名
・

職
業
・
電
話
番
号
・
出
品
内
容
を
、

返
信
あ
て
名
面
に
は
応
募
者
の
住

所
・
氏
名
を
明
記
し
、
〒
３
６
１―

８
６
０
１　

行
田
市
本
丸
２―

５ 

行
田
市
観
光
協
会
へ
。 

▼
そ
の
他 

１
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
１
区
画
の

み
と
し
、
重
複
応
募
は
無
効
。
生
物

類
、
飲
食
物
の
出
品
お
よ
び
営
利
目

的
の
参
加
は
不
可
。

○
食
品
販
売
出
店
者

▼
募
集
数　

９
店
（
先
着
順
） 
▼
出

店
料　

１
店
（
間
口
４
ｍ
×
奥
行
き

３
ｍ
）
２
千
円　

▼
応
募
方
法　

３

月
17
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
は

が
き
の
往
信
文
面
に
代
表
者
住
所
・

氏
名
・
職
業
・
電
話
番
号
・
販
売
品

を
、
返
信
あ
て
名
面
に
は
応
募
者
の

住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
〒
３
６
１

―

８
６
０
１　

行
田
市
本
丸
２―

５ 

行
田
市
観
光
協
会
へ
。 

▼
そ
の
他 

１
店
舗
１
区
画
と
し
、
重
複
応
募
は

無
効
。販
売
物
は
飲
食
物
の
み
と
し
、

営
業
許
可
を
受
け
て
い
る
こ
と
（
た

だ
し
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
販
売
は
禁

止
）。
器
具
・
機
材
な
ど
は
出
店
者

が
用
意
す
る
こ
と
。
出
店
場
所
は
、

先
着
順
に
観
光
協
会
事
務
局
で
割
り

振
り
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
市
観
光
協
会

（
商
工
観
光
課
内
・
内
線
３
８
２
）

▼
日
時　

３
月
21
日
㈰
【
受
付
】
午

後
１
時
～
１
時
30
分
【
抽
選
開
始
】

午
後
１
時
30
分　

▼
場
所　

グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
２
階
研
修
室　

▼
対

象
・
定
員
・
活
動
日
時　
【
親
子
ク

ラ
ス
】
３
歳
児( 

新
年
少
児) 

と
親

30
組
（
水
曜
日
・
午
後
２
時
30
分
～

３
時
30
分
）【
幼
児
ク
ラ
ス
】
新
年

中
児
お
よ
び
新
年
長
児
若
干
名
（
水

曜
日
・
午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分
）

【
Ｅ
ク
ラ
ス
】
新
年
長
児
若
干
名
（
火

曜
日
・
午
後
４
時
10
分
～
５
時
10
分
）

【
Ｋ
コ
ー
ス
】
新
小
学
１
年
生
～
新

３
年
生
若
干
名
（
土
曜
日
・
午
後
２

時
～
３
時
【
Ｌ
コ
ー
ス
】
新
小
学
４

年
生
以
上
若
干
名
（
土
曜
日
・
午
後

３
時
～
４
時
） 

▼
費
用　

入
会
金

２
千
円
、
月
会
費
２
千
５
０
０
円 

▼
そ
の
他　

指
導
員
も
募
集
中
（
体

操
経
験
者
、
体
育
系
学
校
を
卒
業
し

た
方
） 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
連
盟
事

務
局
若
林
☎
０
９
０―

３
０
９
１―

１
７
８
１

▼
日
時　

第
１
・
３
日
曜
日
午
前
９

時
～
11
時
※
第
１
回
は
４
月
10
日
㈯ 

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼

内
容　

走
る
・
跳
ぶ
な
ど
の
陸
上
運

動
の
基
本
を
学
ぶ　

▼
対
象　

小
学

生　

▼
定
員　

50
人　

▼
費
用 

入
会
金
１
千
円
、
月
会
費
５
０
０
円 

▼
主
催　

行
田
市
陸
上
競
技
協
会 

▼
申
し
込
み　

練
習
日
に
随
時
受
け

付
け　

▼
問
い
合
わ
せ
同
協
会
奥
泉

宅
☎
５
５
５―

０
８
１
４

▼
日
時　

４
月
11
日
㈰
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

忍
・
行
田
公
民

館
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
ほ

か　

▼
入
場
無
料　

▼
問
い
合
わ
せ 

行
田
少
年
少
女
合
唱
団
会
長
堰
見
宅

☎
５
５
４―

２
９
８
９

 

第
31
回
行
田
市
農
業
祭

 

陸
上
教
室

行
田
少
年
少
女
合
唱
団

定
期
演
奏
会

 

水
城
公
園

桜
ボ
ン
ボ
リ
ま
つ
り

＊広告掲載の問い合わせは、三共印刷株式会社へ　☎５５６ー６２０１

行
田
市
体
操
連
盟
会
員



小
規
模
施
設
連
絡
会
事
務
局
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｌ
ひ
こ
う
せ
ん
内
）

☎
５
５
５―

１
１
０
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ

５
５
５―

１
３
０
１　

Ｅ
メ
ー
ル

hikousen@
hks.or.jp　

※
た
だ

し
、
当
日
の
参
加
も
可
能

▼
日
時　

４
月
５
日
㈪
午
前
10
時
～

11
時
30
分
（
受
付
午
前
９
時
30
分
か

ら
） 

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や

す
ら
ぎ
の
里
」　

▼
内
容　

子
育
て

中
の
親
同
士
で
語
ら
う（
託
児
つ
き
）

▼
対
象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
を
持

つ
父
母　

▼
定
員　

30
人　

▼
会
費 

１
０
０
円　

▼
主
催　

行
田
市
民
生

委
員
児
童
委
員
連
合
会　

▼
後
援 

行
田
市
、
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会 

▼
日
時　

３
月
13
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時　

▼
場
所　

佐
間
公
民
館

ホ
ー
ル　

▼
内
容　

日
本
中
が
激
し

く
変
化
し
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

こ
ろ
を
舞
台
に
描
く
、
機は
た
や屋
を
経
営

す
る
若
だ
ん
な
と
若
奥
様
〝
き
ぬ
〟

が
織
り
成
す
物
語
「
き
ぬ
と
い
う
道

連
れ
（
秋
元
松
代
作
）」
の
朗
読
。 

▼
出
演　

朗
読
を
愛
す
る
３
人
の
会

「
三
遊
人
」　

▼
入
場
無
料　

▼
主
催 

佐
間
公
民
館　

▼
問
い
合
わ
せ　

同

館
☎
５
５
３―

１
４
７
８

▼
日
時　

３
月
14
日
㈰
午
後
２
時 

▼
場
所　

長
野
公
民
館
ホ
ー
ル　

▼

テ
ー
マ　

～
余
暇
を
如
何
に
過
ご

す
か
？
～
古
典
落
語
に
学
ぶ
生
活

の
知
恵　

▼
講
師　

柳
家
小
団
治
さ

ん
（
落
語
家
） 

▼
入
場
無
料　

▼
問

い
合
わ
せ　

同
館
☎
５
５
３―

１
４
１
４

▼
日
時　

３
月
19
日
㈮
午
後
１
時
30

分　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」文
化
ホ
ー

ル　

▼
内
容　

①
大
山
泰
弘
さ
ん

（
日
本
理
化
学
工
業
株
式
会
社
取
締

役
会
長
）
に
よ
る
講
演
「
働
く
幸
せ

―

障
が
い
者
雇
用
に
お
け
る
企
業
の

社
会
的
責
任―

」　

②
吉
田
弘
一
さ

ん
（
越
谷
市
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長
）
に
よ
る
障
が
い
者
就
労

支
援
の
事
例
紹
介　

③
市
内
在
住
の

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー 

Ｒ
Ｉ

Ｓ
Ｈ
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

▼
入
場
無
料
（
先
着
順
） 

▼
主
催 

行
田
市
障
害
者
小
規
模
施
設
連
絡
会 

▼
後
援　

埼
玉
県
、
行
田
市
、
行
田

市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
行
田
商
工
会
議
所　

▼
そ

の
他　

手
話
通
訳
あ
り　

▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
３

月
12
日
㈮
ま
で
に
行
田
市
障
害
者

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

３
月

１
日
㈪
か
ら
行
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
訓
練
期
間　

４
月
１
日
㈭
か
ら
６

カ
月　

▼
場
所　

も
の
つ
く
り
大
学 

▼
内
容　

就
職
に
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル

の
形
成
な
ど　

▼
講
師　

も
の
つ
く

り
大
学
教
員
な
ど　

▼
対
象　

平
成

21
年
度
大
学
新
卒
未
就
職
者
で
、
修

了
後
就
職
を
希
望
す
る
方　

▼
定
員 

80
人
（
40
人
×
２
コ
ー
ス
） 

▼
受
講

無
料　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

３
月
８
日
㈪
ま
で
に
同
大
学
☎

５
６
４―

３
８
８
０
※
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
引
き
続
き
募
集

広告
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子
育
て
談
話
室た

ん
ぽ
ぽ

 

も
の
つ
く
り
大
学

就
職
支
援
コ
ー
ス

 

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
朗
読
会

長
野
公
民
館
文
化
講
演
会

チ
ョ
ー
ク
工
場
の
経
営
者
が

行
田
に
や
っ
て
く
る

み
ん
な
一
緒
に
働
こ
う
講
演
会

自衛官になりませんか
　防衛省では、自衛官を次のとおり募集します。

幹部候補生
▶受付期間 4月1日(木) ～ 5月10日(月)
▶試 験 日 5月15日(土)・16日(日)
 ※16日は筆記式操縦適性検査

（パイロット希望者のみ）
▶応募資格 日本国籍を有する22歳以上26

歳未満の方(22 歳未満の方は、
大卒見込み含む)または大学院で
学位を受けた（取得見込みを含
む）28歳未満の方

一般曹候補生
▶受付期間　4月1日(木) ～ 5月10日(月)
▶試 験 日　5月22日(土)
▶応募資格　日本国籍を有する18歳以上27

歳未満の方

予備自衛官補
▶受付期間　4月9日(金)まで
▶試 験 日　【一般・技能】4月17日(土)・18

日(日)のいずれか1日
▶応募資格　【一般】18歳以上34歳未満の方
 【技能】18歳以上で、保有する技

能に応じ53歳から54歳までの方

▶資料請求・問い合わせ
　〒360－0037 熊谷市筑波3－90－1
　国際ビル2階　埼玉地方協力本部熊谷地域

事務所☎522－4855



催し・募集

▼
日
時　

３
月
28
日
㈰
午
後
１
時
30

分　

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
内
容　

忍
者
修

行
～
ま
ち
を
あ
そ
ぶ
～　

▼
対
象 

３
歳
以
上
※
未
就
学
児
は
保
護
者 

同
伴
の
こ
と　

▼
参
加
費 

１
千
５
０
０
円
※
ペ
ア
は

２
千
５
０
０
円　

▼
主
催　

行
田
お

や
こ
劇
場　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

同
劇
場
事
務
局
☎
０
９
０―

３
８
１
６―
５
３
７
４

▼
日
時　

３
月
22
日
㈪
午
後
１
時
～

３
時
30
分　

▼
場
所　

ベ
ル
ヴ
ィ　

ア
イ
ト
ピ
ア　

▼
参
加
費 

２
千
５
０
０
円
（
会
員
２
千
円
） 

▼

そ
の
他　

軽
食
、
飲
み
物
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
付
き　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
３
月
15
日
㈪
ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

行
田
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
荒
木
☎

５
５
４―

０
１
６
２

▼
日
時　

３
月
27
日
㈯
午
後
２
時 

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー
４
０
１
研

修
室　

▼
内
容　

思
い
や
り
の
心
を

持
っ
た
子
ど
も
を
育
成
す
る
た
め
定

期
的
に
実
施
す
る
野
外
で
の
体
験
型

学
習
事
業
の
概
要
説
明　

▼
対
象 

市
内
在
住
の
新
小
学
４
年
生
～
新
６

年
生
と
そ
の
保
護
者　

▼
問
い
合
わ

せ　

㈳
行
田
青
年
会
議
所
事
務
局
☎

５
５
６―

４
１
１
５

▼
日
時　

３
月
14
日
㈰
【
公
演
】
午

後
２
時
～
３
時　
【
展
示
】
午
後
１

時
30
分
～
２
時
お
よ
び
午
後
３
時
～

３
時
30
分　

▼
場
所　
【
公
演
】「
み

ら
い
」レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室　
【
展

示
】「
み
ら
い
」
創
作
室　

▼
内
容 

【
公
演
】
す
い
か
ど
ろ
ぼ
う
、
ぐ
り

と
ぐ
ら
、三
枚
の
お
札　

ほ
か　
【
展

示
】
今
ま
で
に
公
演
し
た
主
な
人
形

な
ど　

▼
入
場
無
料　

▼
主
催　

人

形
劇
サ
ー
ク
ル 

ぽ
っ
け　

▼
後
援 

行
田
市
教
育
委
員
会
ほ
か　

▼
問
い

合
わ
せ　

安
東
宅
☎
５
５
４―

０
９
９
９
ま
た
は
菊
地
宅
☎
５
５
４

―

９
５
２
９

20

広告

青
少
年
育
成
事
業
説
明
会

春
の
お
た
の
し
み
特
別
企
画

花
ま
つ
り
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

人
形
劇
サ
ー
ク
ル 

ぽ
っ
け

20
周
年
記
念
公
演
と

20
年
の
あ
ゆ
み
展
示
会

《住民基本台帳人口》
人口86,438人　　男43,049人　　女43,389人　　世帯数32,420世帯
1月中の異動　出生52人　転入など201人　死亡89人　転出など192人

行田市の人口と世帯
（平成22年 2月 1日現在）

～
３
時
（
材
料
が
無
く
な
り
次
第

終
了
） 

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館 

▼
協
力　

吉
田
初
代
さ
ん
（
全
国

創
作
ね
ん
土
人
形
の
会
「
サ
ン
・

ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
」） 

▼
参
加

費　

２
０
０
円（
材
料
費
１
体
分
） 

▼
そ
の
他　

入
館
料
が
別
途
必
要

（
大
人
４
０
０
円
、
小
人
（
小
・

中
学
生
）

２
０
０
円
）

※
障
害
者

割
引
あ
り 

▼
申
し
込
み 

開
催
時
間

中
随
時
受

け
付
け

▼
日
時　

毎
週
木
曜
日
午
後
４
時

～
５
時　

▼
場
所　

市
民
プ
ー
ル 

▼
内
容　

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ワ
ー

（
水
圧
・
浮
力
・
抵
抗
・
水
温
）

を
利
用
し
個
人
の
体
力
に
合
っ

た
運
動
を
温
水
プ
ー
ル
で
楽
し

く
効
果
的
に
行
い
ま
す
。 

▼
対

象　

成
人　

▼
月
会
費　

２
千
円 

▼
申
し
込
み　

市
民
プ
ー
ル
で

随
時
受
け
付
け
（
定
員
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
電
話
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
※
電
話

予
約
可

▼
期
日　

３
月
20
日
㈯
～
22
日
㈪ 

▼
内
容　
【
古
代
蓮
の
里
売
店
】

店
内
お
よ
び
屋
外
に
１
０
０
円
均

一
の
特
別
販
売
所
を
設
け
、
大
売

り
出
し
開
催　
【
古
代
蓮
会
館
】

入
館
者
を
対
象
に
ホ
ッ
ト
コ
ー

ヒ
ー
無
料
サ
ー
ビ
ス　
【
古
代
蓮

う
ど
ん
店
】
食
事
を
さ
れ
た
方
に

ゆ
で
卵
を
１
個
サ
ー
ビ
ス　

▼
そ

の
他　

各
施
設
と
も
営
業
時
間
は

通
常
ど
お
り

▼
日
時　

３
月
21
日
㈰
午
後
１
時

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

古
代
蓮
の
里

「
春
の
感
謝
祭
」

干
支
シ
リ
ー
ズ

「
古
代
蓮
の
ト
ラ
さ
ん
」

手
作
り
紙
ね
ん
土
細
工
講
座

ア
ク
ア
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

会
員



体育施設　アルバイト・パートスタッフ
職　　　　種 勤　務　時　間 募集人数・対象 時給など 申し込み・問い合わせ

①グリーンアリーナ
　窓口受付・施設管理

スタッフ

【月～金曜日】午後5時30分～ 9時30分
【土・日曜日、祝日】
午前8時30分～午後9時30分のうち4 ～ 8時間程度
※週３日程度のローテーション勤務

1人
※18歳以上の方
※試用期間(2月間)あり

800円
※試用期間は750円

履歴書(写真貼付)に希望職
種を明記のうえ、グリーン
アリーナまたは市民プール
窓口。
面接試験を3月下旬ごろに
実施予定。
●グリーンアリーナ（和田
1242）☎553－3377
●市民プール(本丸3－5)
☎555－2455

②市民プール
　窓口受付・施設管理

スタッフ

午後5時30分～ 9時30分
※週３日程度のローテーション勤務
※プール監視業務を兼務できる方を歓迎

若干名
※18歳以上の方
※試用期間(2月間)あり

800円
※試用期間は750円

③小学生水泳クラブ
　指導員

【毎週金曜日】
午後4時～ 5時
※上記時間の前後20分程度、準備・片付け作業あり

若干名
※競技水泳経験もしく
は指導経験者を歓迎

【謝金】
１回 2,000円以上
※資格・経験などを考

慮のうえ決定

▼
日
時　

３
月
22
日
㈪
午
後
１
時

30
分
開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化

会
館
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

日
本
舞

踊
・
長
唄
演
奏
の
鑑
賞
お
よ
び
解

説
、
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
生
徒

に
よ
る
発
表　

▼
出
演　

西
川
扇

由
女
、
東
音
会
、
越
智
義
乃
、
伝

統
文
化
こ
ど
も
教
室
生
徒
ほ
か 

▼
入
場
無
料

▼
日
時　

３
月
19
日
㈮
～
21
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日

は
午
後
４
時
ま
で
） 

▼
場
所　

産

業
文
化
会
館
地
下
創
作
室　

▼
内

容　

絵
画
ク
ラ
ブ
俊
和
会
会
員
の

作
品
の
展
示　

▼
入
場
無
料

産
業
文
化
会
館

▼
勤
務
内
容　

敷
地
内
を
含
む
案

内
お
よ
び
受
付
・
一
般
事
務　

▼

勤
務
日
数　

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
週
１
～
３
日
程
度
の
勤
務 

▼
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
（
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど

に
よ
る
勤
務
時
間
の
変
更
あ
り
） 

▼
応
募
資
格　

18
歳
以
上
（
ワ
ー

21

広告

国民健康保険税・・・・・・・９期　　後期高齢者医療保険料・・・・９期
介護保険料・・・・・・・・・９期　　納期限　３月３１日（水）

今月の納税

２
～
３
日
程
度
の
勤
務
（
開
花
期

は
週
４
日
～
５
日
） 

▼
勤
務
時
間 

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
蓮

の
開
花
期
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
時
は

早
朝
当
番
な
ど
あ
り
） 

▼
応
募
資

格　

18
歳
以
上
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
勤
務
が
可
能
な
方
）

い
ず
れ
も

▼
募
集
人
数　

若
干
名　

▼
時
給 

８
０
０
円
（
試
用
期
間
２
カ
月
間

は
７
５
０
円
）
※
「
古
代
蓮
の
里
」

の
み
午
前
７
時
～
９
時
の
勤
務
は

時
給
９
０
０
円
。
※
有
給
休
暇
制

度
あ
り　

▼
応
募
方
法　

３
月
21

日
㈰
午
後
４
時
ま
で
に
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
、
勤
務
を
希
望

す
る
施
設
に
持
参
。
選
考
は
、
３

月
下
旬
ご
ろ
に
面
接
試
験
を
実
施

し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

各

施
設
ま
で

ド
・
エ
ク
セ
ル
が
使
用
で
き
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
の
勤
務
が
可
能
な

方
）

商
工
セ
ン
タ
ー

▼
勤
務
内
容　

敷
地
内
を
含
む
案

内
お
よ
び
受
付
・
一
般
事
務　

▼

勤
務
日
数　

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
週
１
～
３
日
程
度
の
勤
務 

▼
勤
務
時
間　

①
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時　

②
午
後
５
時
～
９

時
30
分
（
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
に
よ

る
勤
務
時
間
の
変
更
あ
り
） 

▼
応

募
資
格　

18
歳
以
上
（
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
が
使
用
で
き
、
土
・
日

曜
日
、祝
日
の
勤
務
が
可
能
な
方
）

古
代
蓮
の
里

▼
勤
務
内
容　

古
代
蓮
会
館
の
受

付
を
含
む
案
内
業
務　

▼
勤
務
日

数　

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
週

▶上映時間　午前11時、午後2時（各回30分）
▶上映場所　古代蓮会館研修工作室
▶そ の 他　入館料（大人400円、小人200円）
 が必要です。

古 代 蓮 会 館
アニメ上映会
上　映　日 作　　品　　名

3月20日（土）
ねむりの森のひめ、ふしぎ
の国のアリス、アラジンと
魔法のランプ

3 月 21日（日）
うらしま太郎、マッチうりの
少女、ジャックとまめの木

3月22日（月）
ウサギとカメ、一休さん、
はなさかじいさん

邦
楽
・
邦
舞
の
つ
ど
い

絵
画
ク
ラ
ブ
俊
和
会

「
作
品
展
」

　

い
き
い
き
財
団
ス
タ
ッ
フ
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市
内
で
は
、
大
正
時
代
以
降
土
蔵
造
り
の
蔵
の
屋

根
に
洋
小
屋
組
み
が
採
用
さ
れ
、
石
造
り
や
レ
ン
ガ

造
り
の
蔵
が
建
て
ら
れ
る
な
ど
、
蔵
に
も
洋
風
建
築

の
影
響
が
色
濃
く
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
洋
小

屋
組
み
は
間
に
支
柱
を
入
れ
ず
に
大
き
な
屋
根
が
架

け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
足
袋
生
産
の
増
加
に
伴
っ
て

大
型
化
し
て
い
っ
た
足
袋
蔵
な
ど
、
大
型
の
蔵
を
中

心
に
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。
今
回
紹
介
す
る
小
川

源
右
衛
門
商
店
の
大
型
石
蔵
は
、
そ
う
し
た
洋
小
屋

組
み
（
キ
ン
グ
ポ
ス
ト
ト
ラ
ス
）
の
代
表
例
で
す
。

　

こ
の
石
蔵
を
建
設
し
た
小
川
源
右
衛
門
商
店
（
カ

ネ
マ
ル
酒
店
）
は
近
江
商
人
で
、
同
じ
く
近
江
商
人

の
酒
造
業
山
星
金
星
の
日
本
酒
を
商
う
小
売
店
と
し

て
明
治
17
年
（
１
８
８
４
）
に
創
業
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
食
料
品
、
み
そ
、
し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
取
り
扱

い
も
始
め
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
醤
油
、
キ
ノ
エ
ネ
醤
油
、

ミ
ツ
カ
ン
酢
、
か
く
お
か
信
州
味
噌
な
ど
の
特
約
店

と
な
っ
て
商
売
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て

商
売
の
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
に
店
舗
の
向
か
い
側

（
行
田
13―

22
）
に
間
口
４
間
、
奥
行
８
間

の
大
谷
石
組そ

せ
き
ぞ
う

積
造
２
階
建
て
の
こ
の
商
品
倉

庫
を
建
設
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
石
蔵
は
、
こ
れ
ま
で
山
星
金
星
よ
り

譲
り
受
け
た
石
蔵
の
石
材
を
流
用
し
て
昭
和

２
年
（
１
９
２
７
）
に
大
塚
石
材
の
手
で
建

設
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
に
な
っ
て
建
設
に
関
わ
る
書
類
が
発
見
さ

れ
、
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）
に
建
設
さ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
発
見
さ

れ
た
書
類
に
よ
る
と
小
川
源
右
衛
門
商
店

は
、
蔵
の
規
模
や
大
谷
石
造
り
に
す
る
こ
と
を
決
め

た
う
え
で
、
昭
和
７
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
宇

都
宮
の
石
材
店
や
材
木
店
な
ど
複
数
の
大
谷
石
専
門

工
事
店
か
ら
見
積
書
を
取
っ
て
発
注
先
を
選
ん
で
お

り
、
３
月
前
半
に
土
台
の
石
材
が
納
入
さ
れ
、
３
月

後
半
に
は
基
礎
工
事
が
開
始
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
ま

た
、
４
月
か
ら
５
月
初
頭
に
栗
石
、
砂
利
、
松
丸
太

な
ど
基
礎
工
事
の
材
料
が
納
入
さ
れ
て
お
り
、
５
月

に
は
下
野
大
谷
石
材
合
資
会
社
か
ら
現
在
の
秩
父

鉄
道
行
田
市
駅
に
約
１
千
１
０
０
本
の
大
谷
石
が
搬

入
さ
れ
、
６
月
後
半
か
ら
９
月
に
は
木
材
の
ほ
と
ん

ど
が
搬
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
12
月
末
日
に
は

す
べ
て
の
建
設
費
用
の
支
払
い
が
終
わ
っ
た
よ
う
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
石
蔵
は
、
昭
和
７
年
末
に

は
完
成
し
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

外
壁
や
内
部
の
状
態
も
非
常
に
良
く
、
残
さ
れ
た

書
類
と
併
せ
て
当
時
の
大
谷
石
の
蔵
工
事
の
様
子
が

伺
え
る
貴
重
な
近
代
化
遺
産
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

材料（２人分）
長ネギ…60g　生わかめ…20g　あさりの剥

む

き身…30g
調味料（みそ…大さじ１と1/2　砂糖…大さじ２　酢…大さじ２）

作り方
①わかめは水につけて戻し、2cm幅に切る。
②長ネギはゆでてから2cm幅に切り、水気を切っておく。
③あさりを酒蒸しし、殻から出しておく。
　（あさり水煮缶を使う場合は、汁気を切っておく）
④調味料を混ぜ合わせ、その中に材料を入れてあえる。

… 昔 な が ら の メ ニ ュ ー …

長ネギとわかめのぬた

栄養成分（１人分）
エネルギー 93kcal　たんぱく質 5.0g　脂質 0.9g 
炭水化物 15.6g　食塩相当量 1.5g　カルシウム 54mg

（社）埼玉県栄養士会　行田・羽生の会

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご連絡
　ください。

小
川
源
右
衛
門
商
店
石
蔵

192

行
田
の
近
代
化
遺
産

行
田
の
近
代
化
遺
産

25

環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

No.84
　冬が旬の長ネギは太くて柔らかく、加熱するととろりと甘くなります。ネ
ギ特有の辛みのもとであるアリシンは、新陳代謝の働きを促進し、体を温め
る効果があります。上部の青い部分は、抗酸化作用や粘膜を健康に保つ働き
のあるβ―カロテンやビタミンＣが多く含まれ、風邪の予防にもなります。
１本丸ごと、たっぷり食べましょう。

　１月29日、埼玉小・中学校合同の防犯訓練が行われました。これは、下校時の子供た
ちに危害を加える内容の予告メールが市内の小・中学校に送られてきたことを想定し、中
学生が小学生を引率して集団下校を行ったものです。
　埼玉小学校校庭に集合し、不審者から声を掛けられたときの対応を学んだ児童・生徒
は、避難所となっている家への駆け込み訓練を行い、地域の方や警察官に見守られて下校
しました。

小川源右衛門商店石蔵
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